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アクセス場所詳細全体
第4回 eラーニング研究会
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13
WebClassアンケート1（生物薬剤学）
西田の感想
– コンテンツを工夫することで、意外に学生は予習してくれる（約70 %）。
– 座学系科目なので、WebClassを活用してくれるか心配だったが、ITの活用
能力やインフラは整備されてるようだ。
予習のために、WebClass
を活用できた
授業資料の閲覧やDLに、
WebClassを活用できた
14
WebClassアンケート2（生物薬剤学）
学生の声の抜粋
– 便利なので、他の科目のコースも作って充実した内容になれば、今よりもっと使
う頻度が高くなると思う。
– Web Classを導入している授業としてない授業があり、ある程度統一してほしい。
総合的に見て、Web Classは
有用であると思う
他の授業にもWeb Classを利用
してもらいたいと思う
15
まとめ：LMSの教育効果
授業理解度向上
– 学生の理解度を把握し、適宜修正を加えながら、授業を進められる
– 理解度に応じて、学生へのより良いフィードバックができる
自学自習の習慣づけ
– いつでも、どこでも、何回でも学習できる環境を提供できる
– 新しい情報をいち早く提示し、学生に知的向上心を持たせられる
– 修了試験などを設定し、学習計画・目標を立てやすくできる
授業の活性化
– ピアレビューなど、参加型の授業を容易に実践できる
学習停滞への対応
– 学習進捗状況を分析して、学習停滞を事前に察知できる
– 質問や相談しやすい環境（メールや電子掲示板）を提供できる
予習・復習のサイクル → 単位の実質化
